
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、吐水経路の切替え操作部をコ

ンパクトに構成できるシャワー装置を提供することにあ

る。

【解決するための手段】水栓本体に接続して使用するシ

ャワー装置であって、

シャワー装置は、第一の吐水具と、第二の吐水具と、第

一の吐水具と水栓本体を接続する第一の吐水管と、第一

の吐水管から分岐され第二の吐水具と接続する第二の吐

水管からなり、第一の吐水管または第一の吐水具に第一

の開閉弁を備え、第一の開閉弁は、分岐より下流の第一

の吐水管または第一の吐水具に設けられ、第二の吐水管

または第二の吐水具に第二の開閉弁を備え、水栓本体か

らシャワー装置への給水時には、第一の開閉弁のみが開

弁して第一の吐水具から吐水され、この状態で第二の開

閉弁を開弁すると、第二の吐水具から吐水され、第一の

開閉弁を閉弁する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 栓 本 体 に 接 続 し て 使 用 す る シ ャ ワ ー 装 置 で あ っ て 、
前 記 シ ャ ワ ー 装 置 は 、 第 一 の 吐 水 具 と 、 第 二 の 吐 水 具 と 、 前 記 第 一 の 吐 水 具 と 前 記 水 栓 本
体 を 接 続 す る 第 一 の 吐 水 管 と 、 前 記 第 一 の 吐 水 管 か ら 分 岐 さ れ 前 記 第 二 の 吐 水 具 と 接 続 す
る 第 二 の 吐 水 管 か ら な り 、
第 一 の 吐 水 管 ま た は 第 一 の 吐 水 具 に 第 一 の 開 閉 弁 を 備 え 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 は 、 前 記 分 岐
よ り 下 流 の 前 記 第 一 の 吐 水 管 ま た は 第 一 の 吐 水 具 に 設 け ら れ 、
第 二 の 吐 水 管 ま た は 第 二 の 吐 水 具 に 第 二 の 開 閉 弁 を 備 え 、
前 記 水 栓 本 体 か ら シ ャ ワ ー 装 置 へ の 給 水 時 に は 、 第 一 の 開 閉 弁 の み が 開 弁 し て 第 一 の 吐 水
具 か ら 吐 水 さ れ 、 こ の 状 態 で 第 二 の 開 閉 弁 を 開 弁 す る と 、 第 二 の 吐 水 具 か ら 吐 水 さ れ 、 第
一 の 開 閉 弁 を 閉 弁 す る こ と を 特 徴 と す る シ ャ ワ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 第 一 の 開 閉 弁 は 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 上 流 か ら の 水 圧 に 対 し て 閉 弁 す る 方 向 に 付 勢 す
る バ ネ を 備 え 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 の 上 流 側 の 水 圧 が 所 定 以 上 に な っ た 時 に 前 記 第 一 の 開 閉
弁 が 開 弁 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 第 二 の 開 閉 弁 は 、 前 記 第 二 の 吐 水 具 に 押 圧 操 作 を 加 え る と 前 記 第 二 の 開 閉 弁 が 開 弁
し 、 前 記 第 二 の 吐 水 具 へ の 押 圧 操 作 を 解 除 す る と 前 記 第 二 の 開 閉 弁 が 閉 弁 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 第 二 の 吐 水 具 が 足 を マ ッ サ ー ジ す る 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
シ ャ ワ ー 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 栓 本 体 に 複 数 の 吐 水 具 を 備 え た シ ャ ワ ー 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 詳 し く
は 、 水 栓 本 体 の 下 流 側 に 配 置 さ れ た 分 岐 装 置 お よ び 分 岐 装 置 に 接 続 さ れ た ２ つ の シ ャ ワ ー
等 の 吐 水 具 を 有 す る シ ャ ワ ー 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  従 来 の シ ャ ワ ー 装 置 に お い て は 、 複 数 の 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を 水 栓 本 体 側 に 配 置 さ れ
た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 で 行 う も の が 提 供 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 詳 し く 説 明 す る と 、 第 １ 吐 水 口 及 び 第 ２ 吐 水 口 の ２ つ の 吐 水 口 を 備 え た シ ャ ワ ー 装
置 が 、 水 栓 本 体 に 接 続 さ れ 、 水 栓 本 体 を 吐 水 状 態 に す る と 第 １ 吐 水 口 側 か ら 吐 水 さ れ 、 シ
ャ ワ ー 装 置 の 操 作 部 が あ る 分 岐 装 置 の 切 替 え 操 作 が 施 さ れ る と 、 シ ャ ワ ー 装 置 の 吐 水 方 向
を 第 １ 吐 水 口 側 か ら 第 ２ 吐 水 口 側 に 切 替 え 、 こ の 切 替 え ら れ た 状 態 で 水 栓 本 体 を 止 水 状 態
と す る と 、 吐 水 方 向 を 第 １ 吐 水 口 側 に 自 動 復 帰 さ せ る シ ャ ワ ー 装 置 に お い て 、 吐 水 方 向 が
第 ２ 吐 水 口 側 に 切 替 え ら れ た 状 態 で 水 栓 本 体 を 止 水 状 態 と し た と き に 、 吐 水 方 向 を 第 ２ 吐
水 口 側 に 維 持 す る た め の ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ９ ４ １ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の も の に お い て は 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を 水 栓 本 体 近 傍 に 配 置 さ れ た
シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 で 行 う た め 、 使 用 者 か ら 操 作 部 ま で の 距 離 が 遠 く 、 非 常
に 使 い 勝 手 が 悪 い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 吐 水 経 路 の 切 替 弁 を 水 栓 本 体 側 に 配 置 さ
れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 に 備 え て い る の で 装 置 が 大 き く な り 見 栄 え が 悪 い と
い う 問 題 点 も あ っ た 。
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更 に 、 シ ャ ワ ー 装 置 の 第 １ 吐 水 口 側 か ら 吐 水 し て い て 、 第 ２ 吐 水 口 側 に 切 替 え 、 再 度 第 １
吐 水 口 側 か ら 吐 水 を さ せ た い 場 合 は 、 一 旦 水 栓 本 体 を 止 水 状 態 に し た 後 、 水 栓 本 体 を 再 び
吐 水 状 態 に し な け れ ば な ら ず 、 切 替 え 操 作 が 面 倒 で あ っ た 。
更 に 、 既 存 の 水 栓 本 体 に 複 数 の 吐 水 具 を 使 用 し た い 場 合 、 水 栓 本 体 そ の も の を 取 り 換 え る
必 要 が あ り 、 コ ス ト が 高 額 に な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を
水 栓 本 体 近 傍 で は な く 、 使 用 者 の 近 傍 で 行 え る た め 非 常 に 使 い 勝 手 が 良 く 、 ま た 、 吐 水 経
路 の 切 替 え 操 作 部 を コ ン パ ク ト に 構 成 で き る た め 、 非 常 に 見 た 目 が 良 い シ ャ ワ ー 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
ま た 、 既 存 の 水 栓 本 体 を 交 換 す る こ と な く 、 複 数 の 吐 水 具 を 使 用 で き る シ ャ ワ ー 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 水 栓 本 体 に 接 続 し て 使 用 す る シ ャ ワ ー 装 置 で あ っ て 、
前 記 シ ャ ワ ー 装 置 は 、 第 一 の 吐 水 具 と 、 第 二 の 吐 水 具 と 、 前 記 第 一 の 吐 水 具 と 前 記 水 栓 本
体 を 接 続 す る 第 一 の 吐 水 管 と 、 前 記 第 一 の 吐 水 管 か ら 分 岐 さ れ 前 記 第 二 の 吐 水 具 と 接 続 す
る 第 二 の 吐 水 管 か ら な り 、
第 一 の 吐 水 管 ま た は 第 一 の 吐 水 具 に 第 一 の 開 閉 弁 を 備 え 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 は 、 前 記 分 岐
よ り 下 流 の 前 記 第 一 の 吐 水 管 ま た は 第 一 の 吐 水 具 に 設 け ら れ 、
第 二 の 吐 水 管 ま た は 第 二 の 吐 水 具 に 第 二 の 開 閉 弁 を 備 え 、
前 記 水 栓 本 体 か ら シ ャ ワ ー 装 置 へ の 給 水 時 に は 、 第 一 の 開 閉 弁 の み が 開 弁 し て 第 一 の 吐 水
具 か ら 吐 水 さ れ 、 こ の 状 態 で 第 二 の 開 閉 弁 を 開 弁 す る と 、 第 二 の 吐 水 具 か ら 吐 水 さ れ 、 第
一 の 開 閉 弁 を 閉 弁 す る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 使 用 者 が 水 栓 本 体 の 開 閉 弁 を 開 弁 す る と シ ャ ワ ー 装 置 へ の 給 水 が 開 始 し 、
第 二 の 開 閉 弁 が 閉 弁 し て い る と 第 一 の 吐 水 具 か ら 吐 水 さ れ 、 第 二 の 吐 水 具 へ 切 替 え た い 場
合 は 、 使 用 者 の 近 く に あ る 第 二 の 開 閉 弁 を 開 弁 す る こ と に よ り 、 第 二 の 吐 水 具 か ら の 吐 水
が 開 始 さ れ る と 同 時 に 第 一 の 吐 水 具 か ら の 吐 水 が 終 了 す る 。 第 二 の 開 閉 弁 を 閉 弁 し て 第 二
の 吐 水 具 か ら の 吐 水 を 終 了 さ せ る と 、 再 び 第 一 の 吐 水 具 か ら の 吐 水 が 開 始 さ れ 、 水 栓 本 体
を 止 水 状 態 に し な く て も 、 第 二 の 吐 水 具 と 第 一 の 吐 水 具 の 吐 水 経 路 の 切 替 え が 何 度 で も 行
え る 。
従 っ て 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 が 使 用 者 の 近 傍 で 行 う こ と が で き 、 吐 水 経 路 の 切 替 え の た
め に 、 水 栓 本 体 を 一 旦 止 水 状 態 に し な く て 良 い の で 、 非 常 に 使 い 勝 手 が よ い 。
更 に 、 手 動 に よ る 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 に 必 要 な ハ ン ド ル な ど の 操 作 部 が 水 栓 本 体 近 傍 に
配 置 さ れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 に 不 要 な た め 、 シ ャ ワ ー 装 置 を コ ン パ ク ト に
構 成 で き 非 常 に 見 た 目 が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  第 ２ の 発 明 は 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 は 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 上 流 か ら の 水 圧 に 対 し て 閉 弁 す
る 方 向 に 付 勢 す る バ ネ を 備 え 、 前 記 第 一 の 開 閉 弁 の 上 流 側 の 水 圧 が 所 定 以 上 に な っ た 時 に
前 記 第 一 の 開 閉 弁 が 開 弁 す る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 第 二 の 吐 水 具 で 使 用 者 の 近 傍 に あ る 第 二 の 開 閉 弁 を 閉 弁 す る と 、
第 一 の 開 閉 弁 上 流 の 水 圧 が 上 昇 し 、 バ ネ の 付 勢 力 が 水 圧 に 負 け る と 、 第 一 の 開 閉 弁 が 開 弁
し て 、 第 一 の 吐 水 具 か ら 吐 水 さ れ る の で 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 が 使 用 者 の 近 傍 に あ る 第
二 の 開 閉 弁 操 作 で 行 う こ と が で き 、 使 い 勝 手 が 良 く な る と 共 に 、 手 動 に よ る 吐 水 経 路 の 切
替 え 操 作 に 必 要 な ハ ン ド ル な ど の 操 作 部 が 水 栓 本 体 近 傍 に 配 置 さ れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成
す る 分 岐 装 置 に 不 要 な た め 、 シ ャ ワ ー 装 置 を コ ン パ ク ト に 構 成 で き 非 常 に 見 た 目 が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  第 ３ の 発 明 は 、 前 記 第 二 の 開 閉 弁 は 、 前 記 第 二 の 吐 水 具 に 押 圧 操 作 を 加 え る と 前 記 第 二
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の 開 閉 弁 が 開 弁 し 、 前 記 第 二 の 吐 水 具 へ の 押 圧 操 作 を 解 除 す る と 前 記 第 二 の 開 閉 弁 が 閉 弁
す る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 が 使 用 者 の 近 傍 に あ る 第 二 の 開 閉 弁 操 作 で 行 う こ と が
で き 、 使 い 勝 手 が 良 く な る と 共 に 、 手 動 に よ る 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 に 必 要 な ハ ン ド ル な
ど の 操 作 部 が 水 栓 本 体 近 傍 に 配 置 さ れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 に 不 要 な た め 、
シ ャ ワ ー 装 置 を コ ン パ ク ト に 構 成 で き 非 常 に 見 た 目 が 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 前 記 第 二 の 吐 水 具 が 足 を マ ッ サ ー ジ す る 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を マ ッ サ ー ジ す る 装 置 に 足 を 乗 せ た り 離 し た り の 行
為 で 行 う よ う に し た た め 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を 水 栓 本 体 近 傍 で は な く 、 使 用 者 の 近 傍
で 行 え る た め 非 常 に 使 い 勝 手 が 良 い 。 ま た 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 部 が 水 栓 本 体 近 傍 に 配
置 さ れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構 成 す る 分 岐 装 置 に 不 要 な た め 、 シ ャ ワ ー 装 置 を コ ン パ ク ト に 構
成 で き 非 常 に 見 た 目 が 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 を 使 用 者 の 近 傍 で 行 う こ と
が で き る た め 非 常 に 使 い 勝 手 が 良 い 。 ま た 、 水 栓 本 体 近 傍 に 配 置 さ れ た シ ャ ワ ー 装 置 を 構
成 す る 分 岐 装 置 に お い て 吐 水 経 路 の 切 替 え 操 作 に 必 要 な 操 作 部 が 不 要 で あ る た め 、 シ ャ ワ
ー 装 置 を コ ン パ ク ト に 構 成 で き 非 常 に 見 た 目 が 良 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の 構 成 ・ 作 用 を 一 層 明 ら か に す る た め に 、 以 下 本 発 明 の 好 適 な 実 施
例 に つ い て 図 １ ～ ８ を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 シ ャ ワ ー 装 置 の 実 施 例 を 示 す シ ャ ワ ー 装 置 の 外 観 を 示 し た 図 で あ る 。 図
２ は 、 本 発 明 シ ャ ワ ー 装 置 の 実 施 例 を 示 す 第 二 の 開 閉 弁 の 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 図
３ は 、 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド を 使 用 し て い な い 時 の 状 態 を 示 し た 図 で 、 図 ４ は 、 第 二 の シ
ャ ワ ー ヘ ッ ド を 使 用 し て い る 時 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
図 ５ は 、 第 二 の 開 閉 弁 が 開 い た 状 態 を 示 し た 図 で 、 図 ６ は 、 第 二 の 開 閉 弁 が 閉 じ た 状 態 を
示 し た 図 で あ る 。 図 ７ は 、 第 一 の 開 閉 弁 が 開 い た 状 態 を 示 し た 図 で 、 図 ８ は 、 第 一 の 開 閉
弁 が 閉 じ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 例 の シ ャ ワ ー 装 置 １ は 図 １ に 示 す よ う に 水 栓 本 体 ９ の 吐 水 口 １ ０ に 接 続 し て 使 用
す る も の で あ り 、 シ ャ ワ ー 装 置 １ は 第 二 の 吐 水 具 で あ る 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ と 第 二 の
シ ャ ワ ー ホ ー ス ３ 、 第 一 の 吐 水 具 で あ る 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ４ と 第 一 の シ ャ ワ ー ホ ー ス
５ 、 分 岐 装 置 ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 分 岐 装 置 ６ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 水 栓 本 体 ９ の 吐 水
口 １ ０ に 接 続 す る た め の 給 水 管 １ １ と 、 第 二 の シ ャ ワ ー ホ ー ス ３ に 接 続 す る 第 二 の 吐 水 管
１ ２ 及 び 、 第 一 の シ ャ ワ ー ホ ー ス ５ に 接 続 す る 第 一 の 吐 水 管 １ ３ と を 備 え 、 そ れ ぞ れ 、 水
栓 本 体 ９ の 吐 水 口 １ ０ 、 第 二 の シ ャ ワ ー ホ ー ス ３ 、 第 一 の シ ャ ワ ー ホ ー ス ５ に 接 続 さ れ て
い る 。 ま た 、 第 一 の 開 閉 弁 ８ は 第 一 の 吐 水 管 １ ３ の 内 部 に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 例 を 示 す 図 １ に お い て 水 栓 本 体 ９ は 壁 付 サ ー モ ス タ ッ ト 湯 水 混 合 水 栓 、 吐 水 口 １ ０
は シ ャ ワ ー 側 吐 水 口 と し て い る が 、 水 栓 本 体 の 種 類 及 び そ の 吐 水 口 の 種 類 に 限 定 さ れ る こ
と な く 、 開 閉 弁 を 備 え た 水 栓 本 体 の 様 々 な 吐 水 口 に 接 続 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
ま た 、 開 閉 弁 を 具 え た 既 存 の 水 栓 本 体 に も 接 続 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  第 一 の 開 閉 弁 ８ は 弁 １ ４ 、 弁 座 １ ５ 、 バ ネ １ ６ か ら 構 成 さ れ 、 弁 １ ４ は バ ネ １ ６ に よ っ
て 水 の 流 れ と は 逆 方 向 に 弁 座 １ ５ に 閉 弁 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る 。 第 一 の 開 閉 弁 ８ は 本
実 施 例 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 第 二 の 開 閉 弁 ７ の 操 作 に 伴 う 第 一 の 開 閉 弁 ８ の 上 流
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側 の 水 圧 変 動 を 受 け て 開 閉 す る も の で あ れ ば よ い 。
ま た 、 マ ン シ ョ ン 等 で 水 圧 が 低 い 所 や 、 水 圧 が 高 い 所 で も 利 用 で き る よ う に 、 バ ネ １ ６ の
付 勢 を 調 整 で き る 機 構 を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ は 図 １ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 二 の シ ャ ワ ー ホ ー ス ３ と
接 続 す る 給 水 口 １ ７ 、 第 二 の 開 閉 弁 ７ 、 吐 水 部 １ ８ 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 １ ９ 、 シ ャ ワ ー
ヘ ッ ド 本 体 カ バ ー ２ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 カ バ ー ２ ０ は シ ャ
ワ ー ヘ ッ ド 本 体 １ ９ に 対 し て 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 更 に 第 二 の 開 閉 弁 ７ の 押 ボ タ ン ２
１ に 当 接 し て い る 。 本 実 施 例 に お い て 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ は 主 に 足 の 裏 を マ ッ サ ー ジ
す る た め の も の で 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 １ ９ を 床 に 置 き 、 シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 カ バ ー ２ ０
の 上 に 足 を 乗 せ て 使 用 す る も の で あ る 。 図 ４ に お け る 吐 水 の 詳 細 な 説 明 は 、 図 ５ と 図 ６ に
て 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  図 ５ と 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 二 の 開 閉 弁 ７ は 押 ボ タ ン ２ １ と こ れ に 連 動 し て 動 く 弁 ２ ２
、 弁 座 ２ ３ 、 バ ネ ２ ４ か ら 構 成 さ れ て お り 、 押 ボ タ ン ２ １ を 押 さ な け れ ば 図 ５ の よ う に 弁
２ ２ が 閉 じ て 止 水 し 、 押 せ ば 図 ６ の よ う に 弁 ２ ２ が 開 い て 吐 水 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  第 二 の 開 閉 弁 ７ の 構 造 及 び 操 作 方 法 は 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 第 二 の 開 閉 弁 ７
は 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ の 近 傍 に 備 え ら れ 、 使 用 者 の 近 傍 で 操 作 で き る も の で あ れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  次 に 本 実 施 例 シ ャ ワ ー 装 置 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 水 栓 本 体 ９ の 吐 水 口 １ ０ か
ら シ ャ ワ ー 装 置 １ の 分 岐 装 置 ６ に 給 水 さ れ る と 、 こ の 時 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ を 使 用 す
る 意 思 が あ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ に 足 を 乗 せ た 場 合 、 図 ６ に 示 す
よ う に シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 カ バ ー ２ ０ が 下 方 に 押 し 下 げ ら れ 、 こ れ に 連 動 し て 、 押 ボ タ ン
２ １ 、 弁 ２ ２ が 押 し 下 げ ら れ る こ と に よ り 、 第 二 の 開 閉 弁 ７ が 開 く た め 湯 水 が 吐 水 部 １ ８
に 流 れ 、 吐 水 部 １ ８ か ら 吐 水 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ か ら 吐 水 し て い る 時 、 分 岐 装 置 ６ の 第 一 の 吐 水 管 １ ３ の 下 流 側
に 備 え ら れ た 第 一 の 開 閉 弁 ８ に は 高 い 水 圧 が か か る こ と が な い た め 、 バ ネ に よ っ て 弁 １ ４
が 弁 座 １ ５ に 閉 弁 す る よ う に 付 勢 さ れ て お り 、 図 ７ に 示 す よ う に 第 一 の 開 閉 弁 ８ は 閉 じ た
ま ま と な り 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ４ か ら 吐 水 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  こ こ で 、 使 用 者 が 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ か ら 足 を 離 す と 、 バ ネ ２ ４ の 付 勢 力 に よ っ て
弁 ２ ２ が 押 し 上 げ ら れ て 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ の 第 二 の 開 閉 弁 ７ が 閉 じ 、 第 二 の シ ャ ワ
ー ヘ ッ ド ２ か ら は 吐 水 し な く な る 。 こ の こ と に よ っ て 分 岐 装 置 ６ 内 部 の 水 圧 が 高 く な り 、
第 一 の 吐 水 管 １ ３ の 下 流 側 に 備 え ら れ た 第 一 の 開 閉 弁 ８ の 弁 １ ４ が 水 圧 を 受 け 、 つ い に は
バ ネ の 付 勢 力 が 水 圧 に 負 け て 図 ８ の よ う に 第 一 の 開 閉 弁 ８ が 開 き 、 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド
４ か ら 吐 水 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  更 に 、 再 度 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ に 足 を 乗 せ る と 、 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ か ら 吐 水
し 、 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ４ か ら は 吐 水 し な く な る 。 こ の よ う に し て 使 用 者 の 意 思 に よ っ
て 何 度 で も 自 由 に 使 用 し た い シ ャ ワ ー ヘ ッ ド を 選 択 し 、 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ２ と 第 一 の
シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ４ と を 切 替 え る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 例 と は 逆 に 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ
ッ ド ２ を 開 閉 弁 を 備 え た ハ ン ド シ ャ ワ ー 、 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド を 開 閉 弁 の な い シ ャ ワ ー
と す れ ば 、 ハ ン ド シ ャ ワ ー で の 手 元 の 操 作 に よ っ て 、 使 用 す る シ ャ ワ ー を 切 替 え る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 シ ャ ワ ー 装 置 の 実 施 例 を 示 す シ ャ ワ ー 装 置 の 外 観 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 シ ャ ワ ー 装 置 の 実 施 例 を 示 す 第 二 の 開 閉 弁 の 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド を 使 用 し て い な い 時 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド を 使 用 し て い る 時 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 二 の 開 閉 弁 が 開 い た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 二 の 開 閉 弁 が 閉 じ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 一 の 開 閉 弁 が 開 い た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 一 の 開 閉 弁 が 閉 じ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ・ ・ シ ャ ワ ー 装 置
　 ２ ・ ・ 第 二 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド
　 ３ ・ ・ 第 二 の シ ャ ワ ー ホ ー ス
　 ４ ・ ・ 第 一 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド
　 ５ ・ ・ 第 一 の シ ャ ワ ー ホ ー ス
　 ６ ・ ・ 分 岐 装 置
　 ７ ・ ・ 第 二 の 開 閉 弁
  ８ ・ ・ 第 一 の 開 閉 弁
　 ９ ・ ・ 水 栓 本 体
１ ０ ・ ・ 吐 水 口
１ １ ・ ・ 給 水 管
１ ２ ・ ・ 第 二 の 吐 水 管
１ ３ ・ ・ 第 一 の 吐 水 管
１ ４ ・ ・ 弁
１ ５ ・ ・ 弁 座
１ ６ ・ ・ バ ネ
１ ７ ・ ・ 給 水 口
１ ８ ・ ・ 吐 水 部
１ ９ ・ ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体
２ ０ ・ ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 本 体 カ バ ー
２ １ ・ ・ 押 ボ タ ン
２ ２ ・ ・ 弁
２ ３ ・ ・ 弁 座
２ ４ ・ ・ バ ネ

10

20

30

(6) JP 2005-287706 A 2005.10.20



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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